
「子供たちと共に学ぶ」授業づくりを目指して（５月２６日） 
 

今週から「校内授業研」が始まりました。先生方がお互いの授業を参観し合うことを通して，よりよい

授業づくりを目指しています。 

教師が「これをしなさい」と学習内容や活動を下げ渡す授業だけでは，子供たちの「やりたい」「でき

そうだ」「やってみよう」という思いは生まれず，互いに「影響力」を発揮し合う姿は見られません。 

「学びたい」という思いを高めた子供たちに，学びを「ゆだねる」時間があってこそ，生き生きと自分

を表現し，他者の考えに耳を傾ける子供たちの姿が見えてきます。 

「ゆだねる」といっても，当然「何をしてもよい」とは異なります。私たちが環境を整え，教材や学び

との出合いを工夫し，子供たちが「学びたい」という気持ちを奮い立たせる関わりを模索することで，教

師が「学んでほしいこと」と，子供たちが「学びたいこと」が一つになるよう取り組んでいます。 

その時，教師は単に子供の学びを引っぱる存在ではなく，子供の伴走者となり，よきファシリテーター

となるはずです。一年間の土台づくりのこの時期，「子供たちと共に学ぶ」授業づくりを進めていきま

す。 

 

＜校内授業研～子供たちの様子＞ 

①英語の授業      ②図工の授業       ③音楽の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆体力テスト 

自分の身体に関心をもち，運動に親しみながらたくましく成長していくためのスタートです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆青空のもとで～音楽の授業の様子です 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆５月２６日（木）２年１組が阿寒湖畔自然体験活動に出かけました！詳しい様子は，またの機会にお知

らせします。 

 

 

 

 

 

 

★２年生「白樺花いっぱい運動」（種まき編）の様子が紹介されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2022.05.25 釧路新聞） 


